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日本保育協会保育科学研究所 

第９回学術集会開催案内 

テーマ：多様な保育・教育ニーズに対応するための 

保育者の専門性の向上 

 

趣 旨： 
 今回の学術集会は、保育科学研究所の平成３０年度総合テーマ「多様な保育・

教育ニーズに対応するための保育者の専門性の向上」についての研究と、指定研

究として保育所保育指針等に関する研究の発表を中心に、第２日目では、基調講

演とシンポジウムにより保育者の専門性向上とこれからの保育実践や政策など

について議論を深めます。 
 

対  象：保育所等の役職員、大学等の教員・研究者、保育・教育行政担当者等 
募集人員：１００人（先着順） 
期  日：令和元年９月１３日（金）、１４日（土） 
主  催：社会福祉法人日本保育協会 保育科学研究所 
    （日本保育協会は日本学術会議協力学術研究団体、日本学術会議教育 
     関連学会連絡協議会加盟団体です） 
協  賛：有限会社 日保協 
会  場：全国町村議員会館 
    （東京都千代田区一番町２５番地 TEL：０３－３２６４－８１８５ 
     地下鉄半蔵門線半蔵門駅４番出口徒歩０分、３番・５番出口徒歩２分、 
     または地下鉄有楽町線麹町駅３番出口徒歩６分） 
参 加 費：日本保育協会会員：５，０００円・非会員：６,０００円 

 （当日受付でお支払いください。）  
申込手続：４ページの申込書に記入の上、下記あてにＦＡＸでお申込みください。 
     日本保育協会 FAX：０３－３２２２－２１１７ 
申込締切：定員に達した場合、当協会 HP（http://www.nippo.or.jp/laboratory/） 
     でお知らせします。 
問合せ先：企画情報部（担当：佐藤紀子） TEL ：０３－３２２２－２１１４ 

 

 

 

令和元年７月10日 保 育 界 第539号付録
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第１日：令和元年９月１３日（金） 

１３時３０分～４５分 
・開会の挨拶  大谷 泰夫（日本保育協会理事長） 
・日程のご案内（事務局） 

１３時４５分～１４時４５分 
所長講演：「命の育ちを支える」 

潮谷 義子（保育科学研究所長・日本保育協会理事） 

休 憩（１０分） 

１４時５５分～１５時５５分 
研究発表及び質疑 その１（平成３０年度研究３題） 
①「インクルーシブ保育の実践における保育者の専門性の向上に関する研究」 

袴田 優子（やまと発達支援センターWANTS 指導員） 
②「保育所・認定こども園における食を通した保育者の専門性に関する研究」 

酒井 治子（東京家政学院大学教授） 
③「保育所における外国にルーツをもつ子どもの親支援に関する研究」 

和田上 貴昭（日本女子大学准教授） 
＜座長：椛沢 幸苗（社会福祉法人恵泉会理事長）＞ 

休 憩（５分） 

１６時～１７時 

研究発表及び質疑 その２（平成３０年度研究３題） 
④「保育士の専門性向上に伴う保育業務の変化の実態と課題」 

野﨑 秀正（宮崎公立大学准教授） 
⑤「家庭保育との比較性から見た保育の観察研究②」 

髙木 早智子（花園第二こども園園長） 
⑥「保育園感染症対策研修会出席者に対する追跡調査による研修効果の検証」 

菅原 民枝（国立感染症研究所感染症疫学センター主任研究官） 
＜座長：内田 伸子（お茶の水女子大学名誉教授）＞ 
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第２日：令和元年９月１４日（土） 

９時４５分～１０時４５分 
研究発表及び質疑 その３（平成３０年度研究３題） 
⑦「認定こども園における職員間の連携及び協働に関する研究」 

森 俊之（仁愛大学教授） 
⑧「保育所・認定こども園が、多様化する保育・教育ニーズに対応するため

の保育者の専門性の向上に関する研究」 
吉岡 眞知子（東大阪大学教授） 

⑨「幼保連携型認定こども園の現場における３歳未満児の教育の質の在り方

に関する研究」 
福澤 紀子（つるた乳幼児園園長） 

＜座長：髙橋 紘（至誠保育総合研究所所長）＞ 

休 憩（１５分） 
１１時～１２時 
シンポジウムの基調講演：「認定こども園の現状と課題」 

坂﨑 隆浩（社会福祉法人清隆厚生会理事長） 

昼 休 み（９０分） 

１３時３０分～１６時 
シンポジウム：「認定こども園の現状と課題」 
 子ども・子育て支援新制度がスタートして５年を迎えました。新制度の幼

保連携型認定こども園として、保育所から移行した施設、幼稚園から移行し

た施設の方々からその現状や課題を報告していただき、地域における保育施

設の状況などの地域性を踏まえながら、今後いかに保育の質の向上を図り、

専門性を高めていくかなどについて意見交換します。 
  コーディネーター 西村 重稀（仁愛大学名誉教授） 
  パネリスト    海和 伸吉（キンダー南館こども園・山形県） 
  パネリスト    高木 麻里（長岡こども園・神奈川県） 
  パネリスト    髙月 美穂（藤原こども園・大分県） 
  パネリスト    松原 直俊（みどりこども園・福井県） 
  パネルセッション及びフロアとの意見交換・まとめ 

１６時 
閉 会 
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日本保育協会保育科学研究所 第９回学術集会 参加申込書 

フリガナ  

氏  名  

勤務先名  

会員区分 
※いずれかに○印を付けて下さい 

会 員（会員施設職員・研究会員） ・ 非 会 員 

職  種 

 ※施設長・保育士等を記載して下さい 

 

 

連絡先住所 

 ※いずれかに○印を付けて下さい 

 自宅 ・ 勤務先 

 

 〒 

 

 

電話番号  

ＦＡＸ番号  

※受付後、参加可能な方にはＦＡＸにて受講案内をお送りいたします。 

※参加費(会員５，０００円・非会員６，０００円)は当日受付でお支払い下さい。 

 日本保育協会 保育科学研究所 
 学術集会申込係 行 
 ＦＡＸ：０３－３２２２－２１１７ 


